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は
じ
め
に

平
成
12
年
４
月
の
地
方
分
権
一
括
法
の
施

行
に
よ
り
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
は
そ

れ
ぞ
れ
対
等
・
協
力
の
関
係
と
な
り
、
市
町

村
に
お
い
て
は
、
自
己
決
定
と
自
己
責
任
の

原
則
に
基
づ
き
、
住
民
の
信
託
に
応
え
ら
れ

る
行
政
体
制
の
整
備
・
確
立
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
一
つ
に
条
例
制
定
権
の
拡
大
が
あ
る

が
、
平
成
12
年
当
時
に
お
い
て
は
、
法
務
を

担
当
す
る
専
門
部
署
や
専
任
職
員
を
配
置
し

て
い
る
町
村
は
な
か
っ
た
。

北
海
道
町
村
会
は
、
町
村
職
員
だ
け
で
こ

れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
と
考

え
、
ま
た
町
村
の
要
請
も
あ
り
、
平
成
14
年

４
月
に
法
務
支
援
室
を
設
置
し
、
町
村
へ
の

助
言
や
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
法

務
支
援
室
だ
け
で
、
す
べ
て
の
法
務
相
談
等

に
対
応
が
で
き
る
か
と
い
う
と
、
や
は
り
限

界
が
あ
る
。
情
報
公
開
、
個
人
情
報
保
護
、

債
権
債
務
の
管
理
な
ど
、
新
た
な
課
題
に
対

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
条
例
を
整
備
し
た
上
で
、

特
定
の
分
野
で
高
い
専
門
性
等
を
有
す
る
者

を
任
期
付
き
で
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
法
律
を
活
用
し
て
、
訴
訟
施
策
や
政
策

法
務
の
充
実
強
化
の
た
め
に
弁
護
士
を
採
用

し
て
い
る
自
治
体
も
増
え
て
い
る
。
平
成
24

年
１
月
現
在
、
全
国
15
の
自
治
体
で
23
人
の

弁
護
士
が
常
勤
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
こ

の
う
ち
13
人
が
任
期
付
職
員
と
な
っ
て
い

る
。し

か
し
、
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
つ
は
、
弁
護
士
も
自
治
体
職
員
と
同
様
、

行
政
実
務
に
精
通
す
る
ま
で
に
は
か
な
り
の

時
間
を
要
す
る
。
こ
の
た
め
、
当
初
は
業
務

に
熟
練
し
た
職
員
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
自
治
体
職
員
と
し
て
採
用

さ
れ
た
期
間
中
、
所
属
す
る
弁
護
士
会
費
を

誰
が
負
担
す
る
の
か
と
い
う
課
題
も
あ
る
。

こ
う
し
た
問
題
は
採
用
前
に
整
理
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
2
）
顧
問
弁
護
士
と
し
て
委
託

日
本
弁
護
士
連
合
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
注
１
）
に
よ
る
と
、
全
国
の
３
０
４
町
村

が
顧
問
弁
護
士
を
置
い
て
い
る
。
一
方
、
顧

問
弁
護
士
を
置
い
て
い
な
い
２
０
９
町
村

は
、
法
律
的
な
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
は
①

事
案
に
応
じ
て
、
個
別
の
弁
護
士
に
相
談
・

依
頼
②
町
村
会
を
通
じ
て
、
同
会
の
顧
問
弁

護
士
に
相
談
③
行
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

応
す
る
た
め
、
近
年
は
弁
護
士
会
や
弁
護
士

と
自
治
体
の
連
携
も
進
ん
で
き
た
。
こ
こ

で
、
自
治
体
と
弁
護
士
の
連
携
が
、
ど
の
よ

う
な
姿
を
目
指
す
べ
き
な
の
か
を
考
え
て
み

た
い
。

Ⅰ　

弁
護
士
会
の
取
組

（
1
） 

プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
相
手
は
誰
？

都
市
も
町
村
も
社
会
の
都
市
化
が
進
ん
で

い
る
。
住
民
が
生
活
し
て
い
く
以
上
、
人
口

の
多
寡
に
関
わ
ら
ず
、
法
律
が
絡
む
ト
ラ
ブ

ル
は
当
然
の
よ
う
に
発
生
す
る
。
司
法
過
疎

地
域
の
住
民
も
法
的
問
題
を
潜
在
的
に
抱
え

て
お
り
、
弁
護
士
会
は
住
民
の
司
法
ア
ク
セ

ス
改
善
を
図
り
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
良
質
の
司
法
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　

後
述
す
る
弁
護
士
会
等
に
よ
る
「
全
道
一

斉
す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相
談
」
や
「
法
律
相

談
セ
ン
タ
ー
」
に
お
け
る
取
組
は
そ
の
一
つ

で
あ
り
、
司
法
過
疎
の
解
消
を
進
め
る
た
め

て
、
弁
護
士
を
委
嘱

｜

と
の
回
答
が
あ
っ

た
。し

か
し
、
弁
護
士
は
「
法
律
家
」
で
あ
る

が
、
す
べ
て
の
弁
護
士
が
行
政
実
務
に
精
通

し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
実
際
の
と
こ

ろ
、
本
道
の
町
村
に
お
い
て
も
、
顧
問
弁
護

士
と
し
て
委
嘱
し
て
い
る
地
元
の
弁
護
士
に

行
政
法
関
連
の
問
題
を
相
談
し
て
も
、
明
快

な
助
言
や
判
断
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ず
、

法
務
支
援
室
を
通
じ
て
、
北
海
道
町
村
会
の

顧
問
弁
護
士
に
相
談
す
る
事
例
も
少
な
く
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

顧
問
弁
護
士
と
の
関
係
に
お
い
て
、
自
治

体
職
員
が
注
意
す
べ
き
点
は
、
自
治
体
が
提

訴
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
裁
判
を
顧
問

弁
護
士
に
任
せ
き
り
に
せ
ず
、
自
ら
当
事
者

意
識
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。
訴
訟
対
応
や
法

的
解
釈
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
で
、
自
治
体
が
政

策
を
進
め
て
い
く
た
め
に
不
可
欠
な
法
務
知

識
も
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
3
） 

自
治
体
の
委
員
に
委
嘱

弁
護
士
が
町
村
の
行
政
委
員
会
や
附
属
機

関
の
委
員
に
就
任
し
て
い
る
状
況
に
つ
い

て
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
が
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
（
注
2
）
で
は
、
情
報
公
開
及

び
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の
委
員
就
任
が
圧

倒
的
に
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
情
報
公
開

審
査
会
１
３
３
町
村
、
個
人
情
報
保
護
審
査

会
１
１
９
町
村
、
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
10
町
村
で
、
公
平
委
員
会
は
１
町

に
は
、
地
元
自
治
体
の
協
力
が
不
可
欠
と
の

判
断
か
ら
、
弁
護
士
会
は
自
治
体
に
プ
ロ

ポ
ー
ズ
を
行
い
、
当
該
自
治
体
を
介
し
て
住

民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
た
。
両
者
の
連

携
・
協
働
に
よ
り
、
法
的
サ
ー
ビ
ス
及
び
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
い
う
二
つ
の
目
的
が

実
現
し
た
こ
と
に
な
る
。

（
2
）
全
道
一
斉
す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相
談

［
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
］

北
海
道
弁
護
士
連
合
会
は
、
司
法
過
疎
対

策
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
全
道
規
模
で
は
初

め
て
「
全
道
一
斉
す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相

談
」
を
平
成
22
年
10
月
〜
11
月
に
１
３
９
市

町
村
（
相
談
件
数
４
６
９
件
）、
23
年
は
１

４
６
市
町
村
（
同
４
１
７
件
）、
24
年
も
１

４
３
市
町
村
で
実
施
し
て
い
る
。
全
道
一
斉

す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相
談
は
、
道
内
の
弁
護

士
と
、
弁
護
士
が
常
駐
し
て
い
な
い
市
町
村

の
連
携
で
実
施
し
て
お
り
、
北
海
道
、
北
海

道
市
長
会
及
び
北
海
道
町
村
会
も
後
援
団
体

と
し
て
協
力
し
て
い
る
。

だ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
不
服
申
立
事
案
を
は

じ
め
、
情
報
公
開
、
個
人
情
報
保
護
に
関
わ

る
重
要
事
項
を
調
査
・
審
議
す
る
た
め
、
町

村
が
法
律
を
含
め
た
専
門
的
知
識
を
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

最
近
は
職
員
の
懲
戒
処
分
に
関
連
し
て
、

公
平
委
員
会
に
不
服
申
立
が
行
わ
れ
る
事
案

も
増
え
て
い
る
。
公
平
委
員
会
も
処
分
権
者

も
適
切
な
対
応
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後

は
多
く
の
町
村
で
も
弁
護
士
へ
の
委
員
委
嘱

や
代
理
人
委
嘱
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
。

（
4
）
各
種
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
講
師
依
頼

北
海
道
町
村
会
が
主
催
し
た
、
本
年
度
の

全
道
副
市
町
村
長
セ
ミ
ナ
ー
、
全
道
市
町
村

人
事
行
政
担
当
課
長
等
研
修
会
は
、
リ
ス
ク

管
理
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
行
政
対
象
暴

力
を
テ
ー
マ
に
、
弁
護
士
を
講
師
に
招
い
て

開
催
し
た
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
単
独
で
研
修
を
行
っ
て
い
る
町
村
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
場
面
に
弁
護
士
が
登
壇
す

る
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会
が
増
え
て
い
る
。

現
代
の
自
治
体
に
は
、
行
政
運
営
に
お
け

る
透
明
性
の
確
保
、
住
民
に
対
す
る
説
明
責

任
を
果
た
す
こ
と
に
加
え
、
法
令
を
厳
正
に

遵
守
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
行
政
対
象
暴
力
を
容
認
す

る
こ
と
は
、
行
政
に
対
す
る
住
民
の
信
頼
を

損
な
う
こ
と
に
つ
な
が
る
た
め
、
組
織
と
し

て
厳
正
な
態
度
で
適
正
に
対
応
す
る
こ
と
が

（
3
）
ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

［
０

−

１
地
域
の
解
消
を
目
指
し
て
］

札
幌
弁
護
士
会
は
現
在
、
管
轄
内
に
11
の

「
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
い
る
。

「
ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー
」（
新
ひ
だ

か
町
）
は
、
弁
護
士
の
「
０

−

１
（
ゼ
ロ

−

ワ
ン
）
地
域
」（
弁
護
士
が
ゼ
ロ
又
は
１

人
の
地
域
）
の
解
消
を
目
指
し
、
平
成
14
年

４
月
19
日
に
開
設
さ
れ
た
。
開
所
当
日
の
特

別
相
談
会
で
は
47
件
も
の
相
談
が
あ
っ
た
。

当
時
の
相
談
コ
マ
数
は
定
か
で
は
な
い
が
、

当
時
は
サ
ラ
金
問
題
が
世
間
を
賑
わ
し
た
時

期
だ
け
に
、
相
談
予
約
を
入
れ
て
も
相
談
日

は
１
カ
月
先
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
札
幌
弁

護
士
会
の
要
請
で
、
翌
年
に
は
相
談
コ
マ
数

を
１
・
５
倍
に
拡
充
し
た
。

Ⅱ　

自
治
体
の
取
組

（
1
） 

任
期
付
職
員
と
し
て
採
用

自
治
体
に
お
い
て
は
「
地
方
公
共
団
体
の

求
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す

る
知
識
と
技
術
を
習
得
す
る
た
め
、
全
道
副

市
町
村
長
セ
ミ
ナ
ー
等
で
は
、
こ
う
し
た
問

題
に
精
通
し
て
い
る
弁
護
士
に
講
師
を
お
願

い
し
た
経
緯
が
あ
る
。

（
5
） 

プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
相
手
は
誰
か
？

ア　

日
高
町
村
会
の
試
み

日
高
町
村
会
は
平
成
15
年
２
月
、、
札
幌

弁
護
士
会
か
ら
弁
護
士
３
人
の
派
遣
を
受
け

て
、
管
内
町
職
員
を
対
象
と
し
た
法
務
研
修

を
実
施
し
た
。
各
町
が
実
際
に
抱
え
る
法
務

的
な
問
題
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
題
材
と

し
、
町
の
担
当
課
と
法
制
担
当
職
員
に
よ
る

検
討
・
討
議
を
行
っ
た
。
弁
護
士
も
加
え
た

意
見
交
換
も
行
い
、
最
後
に
講
師
で
あ
る
弁

護
士
か
ら
総
括
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

た
。
当
時
の
研
修
内
容
に
つ
い
て
は
、
北
海

道
町
村
会
法
務
支
援
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
相
談
事
例
集
」
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

イ　

北
海
道
町
村
会
法
務
支
援
室
の
試
み

法
務
支
援
室
は
平
成
24
年
11
月
、
北
海
道

弁
護
士
連
合
会
と
の
連
携
事
業
と
し
て
、
町

村
が
抱
え
る
法
的
な
問
題
を
拾
い
出
し
、
弁

護
士
と
町
村
職
員
（
原
課
及
び
法
制
担
当
職

員
）
に
よ
る
、
意
見
交
換
を
中
心
と
す
る
政

策
法
務
研
修
会
と
上
川
管
内
の
町
村
職
員
を

対
象
に
実
施
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
参
加
者
に
よ
る
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
、
弁
護
士
の
総
評
と
参
加
者
と
の
デ
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イ　

札
幌
弁
護
士
会
の
取
組
み

札
幌
弁
護
士
会
は
近
年
、
地
方
税
の
累
積

滞
納
問
題
、
私
債
権
及
び
非
強
制
徴
収
公
債

権
の
管
理
・
回
収
を
一
つ
の
大
き
な
問
題
と

し
て
捉
え
て
い
る
。
平
成
21
年
３
月
に
内
部

の
研
究
会
と
し
て
、
地
方
自
治
法
務
研
究
会

を
発
足
さ
せ
、
自
治
体
の
有
す
る
債
権
に
つ

い
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
筆
者
も
参
加
し

た
研
究
会
で
は
、
平
成
19
年
か
ら
自
治
体
の

有
す
る
債
権
管
理
の
問
題
に
つ
い
て
検
討

し
、
各
種
債
権
の
位
置
付
け
を
整
理
す
る
な

ど
の
実
績
が
あ
る
芦
屋
市
職
員
を
講
師
に
招

き
、
自
治
体
が
有
す
る
債
権
の
管
理
等
に
つ

い
て
勉
強
会
を
２
回
開
催
し
た
。
弁
護
士
の

ほ
か
、
自
治
体
職
員
も
数
多
く
参
加
し
、
非

常
に
意
味
あ
る
勉
強
会
だ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。札

幌
弁
護
士
会
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
て
、
業
務
改
革
推
進
委
員
会
を
設
置

し
、
自
治
体
の
債
権
管
理
・
回
収
問
題
を
は

じ
め
、
自
治
体
と
の
幅
広
い
連
携
に
つ
い

て
、
個
々
の
弁
護
士
あ
る
い
は
弁
護
士
会
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
協
力
が
可
能
か
検
討
を

始
め
て
い
る
と
聞
く
。

（
3
）  

連
携
で
解
釈
・
理
論
か
ら
実
践
へ

例
え
ば
、
水
道
料
金
と
下
水
道
料
金
を
題

材
に
す
る
と
面
白
い
。
水
道
料
金
と
下
水
道

料
金
は
、
同
一
の
納
付
書
で
請
求
し
て
い
る

市
町
村
が
大
半
だ
が
、
こ
こ
で
滞
納
が
あ
る

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
問

題
解
決
と
法
的
素
養
の
ス
キ
ル
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ウ　

流
山
市
の
任
期
付
職
員
と
し
て
の

　
　

弁
護
士
募
集

千
葉
県
流
山
市
は
、
政
策
法
務
担
当
部
門

の
充
実
強
化
、
総
合
的
な
訴
訟
施
策
の
企
画

立
案
業
務
の
た
め
、
法
曹
資
格
を
有
す
る
人

材
（
弁
護
士
）
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
。
法

律
に
関
す
る
高
い
専
門
性
と
実
務
経
験
を
生

か
し
て
①
施
策
の
法
的
妥
当
性
や
法
令
へ
の

適
合
性
の
検
証
②
条
例
案
等
の
法
制
上
の
助

言
・
指
導
③
職
員
が
対
応
す
る
訴
訟
案
件
等

の
指
定
代
理
人
、
訴
状
の
確
認
④
訴
訟
資
料

の
確
認
・
整
理
⑤
準
備
書
面
等
の
作
成
支
援

｜

な
ど
を
主
な
業
務
内
容
と
し
て
い
る
。

エ　

自
治
体
か
ら
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ

地
方
分
権
に
よ
っ
て
市
町
村
に
は
、
政
策

の
企
画
立
案
・
執
行
だ
け
で
な
く
、
政
策
を

法
的
に
担
保
す
る
た
め
、
法
令
等
を
自
主
的

に
解
釈
し
た
り
、
独
自
に
条
例
を
制
定
す
る

た
め
、
適
正
な
法
令
解
釈
能
力
や
自
治
立
法

能
力
、
政
策
法
務
に
関
す
る
専
門
的
知
識
の

習
得
が
、
以
前
に
も
増
し
て
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、住
民
自
治
の
観
点
か
ら
も
、

情
報
公
開
や
住
民
参
加
な
ど
、
住
民
に
密
接

に
関
わ
る
分
野
に
お
い
て
、
町
村
が
果
た
す

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
自
治
体
は
、
職
員
の
法
務
能
力

場
合
、
ど
の
よ
う
に
債
権
管
理
を
す
べ
き
か

と
い
う
問
題
が
あ
る
。「
何
も
問
題
は
な
い
」

「
一
緒
に
管
理
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い

か
」
と
思
う
読
者
が
い
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
筆
者
は
そ
う
は
考
え
て
い
な
い
。

水
道
料
金
債
権
の
消
滅
時
効
に
関
し
て
は

「
水
道
供
給
契
約
は
私
法
上
の
契
約
で
あ

り
、
被
控
訴
人
が
有
す
る
水
道
料
金
債
権
は

私
法
上
の
金
銭
債
権
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

ま
た
、
水
道
供
給
契
約
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ

る
水
は
、
民
法
第
１
７
３
条
第
１
号
所
定
の

『
生
産
者
、
卸
売
商
人
及
び
小
売
商
人
が
売

却
し
た
る
産
物
及
び
商
品
』
に
含
ま
れ
る
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
本
件
水
道
料

金
債
権
に
つ
い
て
の
消
滅
時
効
期
間
は
、
民

法
第
１
７
３
条
所
定
の
２
年
間
と
解
す
べ
き

こ
と
と
な
る
」
と
い
う
決
定
を
最
高
裁
判
所

が
下
し
て
い
る
（
平
成
15
年
10
月
10
日
、
第

二
小
法
廷
決
定
）。

　

つ
ま
り
、
水
道
料
金
は
強
制
徴
収
が
で
き

な
い
、
裁
判
所
の
手
を
借
り
な
け
れ
ば
回
収

で
き
な
い
「
私
法
上
の
債
権
」
と
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
下
水
道
料
金
は
、
強

制
徴
収
が
可
能
な
「
公
法
上
の
債
権
」
で

あ
り
、
消
滅
時
効
期
間
は
、
地
方
自
治
法
第

２
３
６
条
に
よ
り
５
年
間
と
解
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
債
権
の
種
類
と
消
滅
時
効

に
つ
い
て
、
適
用
さ
れ
る
法
律
の
規
定
を
正

し
く
解
釈
・
適
用
し
、
的
確
な
債
権
管
理
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
が
、
債
権
管
理

の
向
上
を
図
り
、
適
切
か
つ
適
法
な
行
政
を

行
う
た
め
、
弁
護
士
会
又
は
弁
護
士
に
プ
ロ

ポ
ー
ズ
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
弁
護
士
の
任
期
付
採
用
は
一
見
す

る
と
、
自
治
体
か
ら
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
に
も
み

え
る
が
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
は
組
織
と
し

て
、
会
員
向
け
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
任
期

付
公
務
員
等
キ
ャ
リ
ア
・
マ
ガ
ジ
ン
」
の
発

行
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
生
や
試
験
合
格
者
に
向

け
た
公
務
員
採
用
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
地
方
自

治
体
に
お
け
る
法
曹
資
格
者
の
活
用
に
関
す

る
意
見
交
換
会
を
行
う
な
ど
、
積
極
的
に
自

治
体
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
行
っ
て
い
る
現
状
が

あ
る
。
多
く
の
自
治
体
で
専
門
的
知
識
を
有

す
る
弁
護
士
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
任
期
付

職
員
と
し
て
採
用
す
る
事
例
も
増
え
て
い
る

が
、
弁
護
士
個
人
と
し
て
も
、
行
政
実
務
に

関
わ
る
ス
キ
ル
を
高
め
る
た
め
、
キ
ャ
リ
ア

形
成
の
一
環
で
、
自
治
体
の
任
期
付
職
員
に

応
募
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

Ⅲ　

債
権
管
理
が
連
携
へ
の
共
通
項

数
年
前
か
ら
、
学
校
給
食
費
、
水
道
料
、

住
宅
家
賃
な
ど
、
自
治
体
に
対
す
る
債
務
の

滞
納
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
債
権

管
理
の
在
り
方
に
も
関
心
が
集
ま
っ
て
い

る
。
自
治
体
へ
の
金
銭
給
付
（
納
付
）
義
務

や
履
行
義
務
を
果
た
し
て
い
る
者
と
、
果
た

し
て
い
な
い
者
と
の
間
で
、
負
担
の
公
平
性

を
確
保
し
な
け
れ
ば
、
行
政
へ
の
不
信
感
を

の
最
終
目
的
は
、
滞
納
が
あ
る
場
合
の
債
権

回
収
で
あ
る
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
住
民
の
公

平
性
は
保
た
れ
な
い
。
自
治
体
と
弁
護
士
会

が
連
携
し
て
債
権
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
机

上
で
法
知
識
や
理
論
を
解
釈
す
る
段
階
か

ら
、
債
権
管
理
・
回
収
の
取
組
を
進
め
る
実

践
の
段
階
に
進
ん
で
い
く
。
こ
の
実
践
は
、

自
治
体
に
は
債
権
回
収
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、
弁
護
士
会
に
は
行
政
実
務
に
精
通
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
ま
さ
し
く
、双
方
か
ら
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
、

相
思
相
愛
の
関
係
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
、
今
後
も
幅
広
い
部
門
で
の
連
携
が
期

待
で
き
る
。

お
わ
り
に

　

自
治
体
と
弁
護
士
・
弁
護
士
会
の
連
携

が
、
今
ま
で
以
上
に
進
む
こ
と
で
、
自
治
体

の
法
務
体
制
の
充
実
と
、
自
治
体
職
員
の
法

的
資
質
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。
ま
た
、
住
民
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
と
法
的
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
は
、
住
民

の
福
祉
向
上
と
地
方
自
治
の
進
展
に
も
つ
な

が
る
も
の
と
確
信
し
、
本
稿
を
終
え
た
い
。

招
き
か
ね
な
い
。
こ
の
た
め
、
公
正
性
の
確

保
と
債
権
の
徴
収
の
確
保
と
い
う
目
的
を
同

時
に
達
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

債
権
管
理
に
つ
い
て
は
当
然
な
が
ら
、
法

律
に
よ
る
行
政
の
原
理
（
法
治
主
義
）
に
よ

り
、
債
権
管
理
に
関
す
る
地
方
自
治
法
、
地

方
自
治
法
施
行
令
の
み
な
ら
ず
、
各
種
行
政

法
規
、
民
商
法
の
規
定
、
条
例
そ
の
他
の
法

令
に
則
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
1
）  

債
権
管
理
の
難
し
さ

自
治
体
の
収
入
金
（
地
方
税
を
除
く
）
確

保
の
最
終
的
な
手
続
に
は
、
強
制
徴
収
（
国

又
は
自
治
体
が
裁
判
所
に
訴
え
る
こ
と
な

く
、
滞
納
処
分
の
手
続
に
よ
り
、
自
ら
強
制

的
に
債
務
者
の
財
産
を
換
価
し
て
義
務
が
履

行
さ
れ
た
の
と
同
じ
状
態
を
実
現
す
る
こ

と
）
と
、
強
制
執
行
（
強
制
徴
収
を
認
め
る

規
定
が
な
い
場
合
、
国
又
は
自
治
体
が
民
事

訴
訟
を
提
起
し
、
債
務
名
義
を
得
て
債
権
の

実
現
を
図
る
こ
と
）
が
あ
る
。
そ
の
い
ず
れ

に
よ
る
べ
き
か
は
債
権
に
よ
っ
て
異
な
っ
て

い
る
。

自
治
体
の
収
入
金
は
「
公
法
上
の
債
権
」

と
「
私
法
上
の
債
権
」
に
区
分
さ
れ
る
。
し

か
し
、
伝
統
的
な
見
解
・
解
釈
で
は
「
公
法

上
の
債
権
」
で
も
、
強
制
徴
収
が
で
き
る
債

権
と
、
で
き
な
い
債
権
が
存
在
し
て
い
る
。

ま
た
、
公
法
上
の
債
権
以
外
は
強
制
徴
収
を

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
「
私
法
上
の
債
権
」

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
債
権
の
消
滅
時
効

に
つ
い
て
も
「
公
法
上
の
債
権
」
と
「
私
法

上
の
債
権
」
の
区
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
々

の
債
権
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
法
律
が
異
な

る
た
め
、
自
治
体
職
員
に
と
っ
て
は
難
し
い

判
断
を
迫
ら
れ
る
。

さ
ら
に
問
題
を
難
し
く
し
て
い
る
の
は
、

強
制
徴
収
が
可
能
な
債
権
に
つ
い
て
は
、
自

治
体
が
自
力
で
執
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

が
、
強
制
執
行
が
必
要
な
債
権
に
つ
い
て

は
、
裁
判
所
の
手
を
借
り
る
必
要
が
あ
り
、

自
治
体
に
と
っ
て
は
厄
介
な
手
続
が
必
要
と

な
る
。

（
2
） 

連
携
可
能
な
土
台

ア　

町
村
と
北
海
道
町
村
会
の
取
組

法
務
支
援
室
に
は
、
町
村
か
ら
債
権
管
理

の
相
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
る
。
当
初
の
相
談

は
債
権
の
区
分
関
係
と
消
滅
時
効
が
中
心
だ

っ
た
が
、
債
権
回
収
手
続
に
関
す
る
相
談
が

増
え
始
め
、
町
村
個
別
の
対
応
だ
け
で
な

く
、
全
道
的
な
対
応
が
必
要
と
判
断
し
、
平

成
20
年
度
に
債
権
管
理
を
テ
ー
マ
と
す
る
地

区
別
法
務
研
修
を
実
施
し
た
。

こ
の
取
組
を
契
機
に
、
多
額
の
滞
納
を
抱

え
る
町
村
で
は
、
債
権
回
収
に
対
す
る
問
題

意
識
が
広
が
り
、
職
員
に
対
し
て
必
要
な
法

的
知
識
の
習
得
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

法
務
支
援
室
に
は
、
町
村
単
独
で
の
研
修
開

催
の
要
請
が
来
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
23
年

度
ま
で
に
12
町
・
１
管
内
の
要
請
に
応
え
て

い
る
。

（
参
考
文
献
）

○
「
弁
護
士
白
書
２
０
１
０
版
」（
日
本
弁
護
士
連
合
会
編
著　

H
22
・
11
・
25
初
版
発
行
）

（
注
１
）
①
調
査
年
月
日
：
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
②
対
象
： 

1
・
7
9
7
自
治
体
（
都
道
府
県
、
市
区
町
村
）　

③
回
答
：

47
都
道
府
県
、
7
0
5
市
区
、
5
2
1
町
村
）

（
注
２
）
①
調
査
年
月
日
：
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
②
対
象
： 

1
・
7
9
7
自
治
体
（
都
道
府
県
、
市
区
町
村
）　

③
回
答
：

47
都
道
府
県
、
5
2
2
市
区
、
1
6
7
町
村
）

○
日
本
弁
護
士
連
合
ホ
ー
ペ
ー
ジ
「
地
方
自
治
体
に
お
け
る
弁

護
士
を
は
じ
め
と
す
る
法
曹
有
資
格
者
の
活
用
に
関
す
る
意
見

交
換
会
」（
日
時
H
24
・
1
・
26
場
所
ア
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
［
東
京
都
中
央
区
］）

http://w
w

w
.nichibenren.or.jp/library/ja/recruit/

data/sosikinai_event_120126.pdf

○
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
テ
ラ
ス
）
ホ
ー
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.houterasu.or.jp/index.htm

l

○
小
山
裕
『
プ
ロ
ポ
ー
ズ
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
』「
道
弁
連
第

1
1
4
号
」（
北
海
道
弁
護
士
会
連
合
会
、
H
23
年
3
月
）

○
北
海
道
町
村
会
法
務
支
援
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

houm
u.h-chosonkai.gr.jp/

○
千
葉
県
流
山
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.city.nagareyam

a.chiba.jp/index.

htm
l




